
三多摩腎疾患治療医会 災害時情報伝達訓練の手引き 

≪訓練日時：2023.9.1（木）7：00～20：00≫

 
※本年も東京都透析医会、臨床工学技士会と合同で同一シナリオの下で実施します。シナリオの詳細は添付した PDF

（第 24 回災害情報伝達訓練方法）もしくは配信メールに記載された URL をご参照下さい。 

 

Ⅰ. Tokyo DIEMAS を利用した災害連携登録訓練 (日本透析医会ネットワークへの連携入力を含む) 

各施設は災害・受入れ状況を Tokyo DIEMAS へ入力し、そのまま続けて日本透析医会災害時情報ネットワークへ連携入力 

して下さい。Tokyo DIEMAS へ入力した内容が日本透析医会災害時情報ネットワークへ反映されます。 

※方法の詳細は、DIEMAS 被災状況入力力マニュアル(配信メール記載の URL もしくは添付 PDF)を参照下さい。 

 

Ⅱ.  メーリングリストを利用した地区情報の共有 

1). 災害対策本部から災害時メーリングリストを使用して、各ブロックメーリングリストへの災害情報返信依頼を出します。 

2). 各ご施設の災害対策担当者は届いた送付元のメールアドレス（下記表のようにブロック毎に異なるアドレスになっています）に、以下の 

内容の返信をお願いいたします。 

①施設名、 ②透析の可否、③被災の有無、④報告者氏名、⑤透析受入可能人数 

   3). 各ブロック長は各ブロックの状況を集計し 3saigai_core@3tama.tokyo-touseki-ikai.com へ報告して下さい。 

 

地区別メーリングリストアドレス（送信先） 
◇西多摩地区（青梅市、福生市、あきる野市、羽村市、瑞穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町） 3ｂ1@3tama.tokyo-touseki-ikai.com 

◇南多摩地区（町田市、八王子市、日野市、多摩市、稲城市） 3b2@3tama.tokyo-touseki-ikai.com 

◇北多摩西部地区（立川市、昭島市、国分寺市、国立市、東大和市、武蔵村山市） 3b3@3tama.tokyo-touseki-ikai.com 

◇北多摩南部地区（武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小金井市、狛江市、世田谷区） 3b4@3tama.tokyo-touseki-ikai.com 

◇北多摩北部地区（小平市、東村山市、西東京市、保谷市、清瀬市、東久留米市） 3b5@3tama.tokyo-touseki-ikai.com 

 

Ⅲ.  MCA 無線を使用した三多摩内情報伝達訓練 ※MCA 無線機設置施設（18 施設）のみ 15:00-の予定                                                  

こちらの訓練の詳細は事務局本部（杏林大学医学部付属病院 臨床工学室 山田裕信技士長）から関係ご施設に送付し

ています。本年も都区部との連携訓練は別日に本部施設のみで実施予定です。 

 

システムの動作確認も訓練の目的としております。 

是非とも、ご参加、ご協力をお願い申し上げます。 

三多摩腎疾患治療医会 

災害対策委員会 

委員長 尾田高志 

 

ご質問、お問い合わせは   東京医科大学八王子医療センター 

腎臓病センター 秘書 河村          

       kawamu_y@tokyo-med.ac.jp  

    TEL: 042-665-5611（代表）         

までお願い致します。 

9 月 1 日 未明、多摩東部直下において M7.3 の地震が発生。多摩地区の震

度 6 強以上の地域の施設は、透析不可となっている模様。 
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